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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 25 年 5 月 9 日の決算発表時に公表いたしました平成 26 年 3 月期第 2 四半期

累計期間（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日）の連結業績予想および個別業績予想を下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせ致します。 

 

記 

 

1. 平成 26 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 57,500 1,000 1,000 500 11.21

今回修正予想（B） 55,700 1,000 1,200 310 6.95

増減額（B－A） △1,800 － 200 △190 －

増減率（％） △3.1 － 20.0 △38.0 －

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 56,190 316 381 △111 △2.49

 

2. 平成 26 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当 たり

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 57,000 1,000 1,000 500 11.21

今回修正予想（B） 55,000 940 1,140 280 6.28

増減額（B－A） △2,000 △60 140 △220 －

増減率（％） △3.5 △6.0 14.0 △44.0 －

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 55,197 230 293 △147 △3.31

 

3. 連結業績予想の主な修正理由 

受注工事高は、前回公表値 60,500 百万円に対し、1,800 百万円増の 62,300 百万円程度となる見通しです。 

売上高は、受注工事高が比較的堅調であったものの、第 2 四半期連結累計期間末における工事の進捗が当初

の見込みまで到達せず、前回公表値 57,500 百万円に対し、1,800 百万円減の 55,700 百万円程度となる見通し

です。 

利益面につきましては、売上高が減少するも、売上高総利益率の改善によって、営業利益は、前回公表値

1,000 百万円程度となる見通しです。 

経常利益は、受取配当金 107 百万円及び為替差益 68 百万円等の発生により、前回公表値 1,000 百万円に対

し、200 百万円増の 1,200 百万円程度となる見通しです。 

 



 

四半期純利益は、経常利益の増加を受けるものの、投資有価証券評価損 57 百万円が発生したこと及び、現

在清算手続過程にある当社マレーシア国の連結子会社 MERINO O.D.D SDN.BHD.（以下「M-ODD」と云う）

を被告とする訴訟で敗訴したことを踏まえて、訴訟損失引当金を計上すべきか否かを判断しなければならない

事態が発生したことの 2 点から修正すべき状況に至りました。 

M-ODD が提訴された訴訟は、全く予想外の結果となりました。これを受けて、M-ODD はマレーシア控訴

裁判所（高等裁判所とは別の控訴のみを受け付ける裁判所）に対して控訴の手続きを採りました。また控訴審

では現地担当弁護士より M-ODD が逆転勝訴する可能性が極めて高いとの意見をいただいております。 

以上を踏まえ訴訟損失引当金繰入額（特別損失）につきましては、これまでの訴訟の経緯も踏まえ、万が一

の場合に備え、マレーシア高等裁判所が M-ODD に支払を命じた 690 百万円の 50 パーセントに相当する 345

百万円を計上することにいたしました。 

よって四半期純利益は前回の公表値 500 百万円から 190 百万円減の 310 百万円程度となる見通しです。 

 

4. 個別業績予想の主な修正理由 

M-ODD が訴訟損失引当金繰入額を計上することによって生じた損失に対し、連結財務諸表提出会社（当社）

が概ね同額の関係会社整理損（特別損失）を計上することによるものです。 

 

5. 通期業績予想について 

通期業績予想につきましては、当社を取り巻く今後の経済情勢および市場動向等を勘案し、平成 25 年 11 月

7 日に予定しております第 2 四半期決算発表時に公表する予定です。 

 

（注）上記の業績予想の修正につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、業績予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


